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社名 JSR株式会社

本社 東京都港区東新橋一丁目9番2号 汐留住友ビル

設立 1957年12月10日

資本金 232億円

代表者 取締役社長 小柴 満信

従業員数 2,546名（連結：7,203名） 2018年3月31日時点

工場 四日市工場
千葉工場
鹿島工場

会社概要

千葉⼯場 主要製品、⽣産能⼒

製 品 生産能力 製品用途

ブタジエン １３０，０００ｔ／ｙ ゴム、樹脂原料

ポリブタジエンゴム ７２，０００ｔ／ｙ タイヤ用途

ブタジエン樹脂 ２４，０００ｔ／ｙ 靴底用途

ア－トン樹脂 ５，０００ｔ／ｙ 光学樹脂（ディスプレー材料）

所在地 千葉県市原市千種海岸５

操業開始 １９６８年（第２工場として操業開始）

従業員 ２２６名
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ＪＳＲの安全感性醸成活動（背景）

2014年7月 四日市工場にて重大労災事故発生

2015年7月 安全祈念式典を開催
二つのプロジェクトの活動報告

システム・設備ともに
人が造るもの

システム改善

安全文化

設備改善
人の行動・考え方の
ベースが安全感性

徹底的なハード対策

2016年度より安全衛生活動フォーラムを開催

目的：従業員の安全意識・安全活動のレベル向上



千葉⼯場 労働災害発⽣件数
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ハード・ソフト対策により
労働災害は減少

・安全対策が進むことによる危険経験が
不足した社員の増加

・若手社員増加による年齢構成の若年化
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体験談紹介 意見交換 教育資料作成

語り部活動

・語り部 → 過去に労災や危険なヒヤリハットを体験したベテラン社員
・対象者 → 若手社員（入社6年目以下を目安に）

※語り部は、自分の嫌な過去の体験談を、「若手の成長に繋がれば」 と思い、
快く引き受けてくれている。 → 世代間を超えたコミュニケーション活動

意見交換の内容を資料として残し、若手の教育に活用

体験談紹介 意見交換 教育資料作成

語り部活動



千葉工場の安全活動”語り部活動“が、新聞・フォーラムで紹介されました。

化学工業日報（9/20）保安力向上センター主催 産業安全フォーラム２０１８(9/27)

安全感性醸成活動 『語り部活動』
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ＶＲ（Virtual Reality）を使⽤して、仮想空間での作業⼿順の教育を
実施。その中で実際には体験できない「怖さ」も体感できる。

ＶＲ体感教育

【体験談】
・類似体験のあるベテランの⽅が怖いと感じる声が多かった
・若⼿はゲーム感覚･･･
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災害発⽣時の対応の流れ

①市原消防局
②ちば消防指令センター

公設消防工場到着
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FAX送信

６分で到着

公設消防への説明事項
①災害情報紙 ④排水経路図
②工場配置図 ⑤入場経路図
③消火栓配置図 ⑥ＳＤＳ

保安当直者B

現
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災害発⽣時の初動体制

１名

保安当直者B

消防班長 消防班員

４名

発災現場 班長保安当直者A



災害情報
の把握

工場図面、
誘導経路図

等作成
6分

共同防災要請
（三井・JXTG・

東レ）

公設消防
要請

（ホットライン）

二次出動
放送

（場内周知）

労働基準局
対応
5分

正門封鎖
山九員への

指示

本社連絡
メール
5分

公設消防対応
五井署
5分

警察
対応
2分

正⾨担当者（保安当直者B）の初動対応内容

市原消防局
対応
5分

公設消防対応
姉崎署
5分

官庁連絡
市・県 環境
2分×3

「災害情報紙」
作成
20分

低 ← 優先度 → 高

災害情報 ⽀援ソフト

●●プラント

パソコン画面の工場図面より発災場所をクリック

② 「工場配置図」

③ 「消火栓 配置図」

④ 「排水経路図」

⑤ 「入場経路図」

⑥ 「SDS」

① 「災害情報誌」
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本社連絡
社員呼出し

公設消防対応
五井署

警察
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守衛所の担当職務（当直者Ｂ、 消防班員）

公設消防対応
姉崎署

保安当直者Ｂ
消防班員

工場図面
SDS 準備
5分→1分
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安全文化評価結果 平均：3.3 安全基盤評価結果 平均：3.5

－基準点

－ＪＳＲ千葉工場

安全文化・安全基盤の評価結果（第三者評価：保安力向上センター）
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安全・安心な地域づくりに向けて

標準・規則・手順を遵守する標準・規則・手順を遵守する 自立した行動をコミットする自立した行動をコミットする標準・規則・手順を遵守する 自立した行動をコミットする

安全文化レベル向上への
人材育成

ＩｏＴ、デジタル技術などを活用した
安全基盤の強化

ＪＳＲ千葉工場の無事故・無災害を目指して

御清聴ありがとうございました。


